けれ 共 私 は II 

ひややかに がんこな 夜 はせ ま つ て 宇宙 は 涙ぐむ —— 

けれ 共 私 は II 

感謝す ベ き 幸福と 力 を も つ 私 は 小 おどりして 歌 をう 

たう 事が 出来る。 

「しじ まに も だせる、 しおら しきものら よ、 

夜 は —— けんこんの 悪 を 包まん がた めに 下る、 

よろこびうたわん 夜の ために —— くす しき 夜の ため 

こ 

夢 を はら み —— 夢の 如せ まり 来る 夜に 我 は ひたらん 

よろこび つ つ —— たのしみつ つ —— ゆめみて、 



しじ まに も だせる しおら しきものら よ！ 

安らかに 眠れ！ おだやかに 眠れ —— 

あけん 日まで しおら しきものら よ —— 。 我 もね むら 

ん 

あけん 日まで しおら しきものら よ さらば I 

I」 

( 一 字 不明) 

私 は 見返りながら 魂の 住家に □ どる。 
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